
簡単な自己紹介 駒村康平

• １：研究テーマ
• 1）社会政策：社会保障、労働政策
• 2）金融ジェロントロジー：認知機能と経済活動
• 3）神経経済学、仏教経済学
• ２：関連する著書：「貧困」、「社会のしんがり」
• ３：活動：全国社会福祉協議会理事、ダイバーシティ
就労支援機構理事、日本金融ジェロントロジー協会
学術顧問

• ４：政策：生活保護、生活困窮者自立支援、年金、人
口、障害者福祉、児童福祉



重複を除き
約600万⼈
（2018⽇本財団調査）

多様な⼈々が働き始める社会へ
※年間20万⼈を想定

ダイバーシティ就労研究プラットフォーム
●全体構想構築
社会制度化に適した展開モデルの提⽰（数パターン）
●社会保障と財政の関連検討
社会制度化のメリット、動機となる財政根拠の提⽰
●海外状況の分析
わが国の制度設計に役⽴つ海外事例の集約

ネットワークの構築
WORK! DIVERSITY推進フォーラム
地域プラットフォームの構築

全国約20地域におけるモデル事業実施〜検証

障害者就労⽀援事業所※の
ダイバーシティ化研修
※わが国で最も整備された就労⽀援機関

就労移⾏⽀援約3,500カ所
就労継続A型約4,500カ所
の多様な⼈々への⽀援体制構築

すべての働きづらさに対するわが国初の横断的プロジェクト

⽇本財団WORK︕DIVERSITY (計画年度 2018〜2024年度※予定）

社会制度化〜⽀援開始
②④による多様な⼈々への
就労⽀援が全国各地でスタート

カンファレンス
開催

カンファレンス
開催

カンファレンス開
催

カンファレンス
開催

2018年

202４年

積上集計
約1,500万⼈

QOL（⽣活の質）↗
労働⼒↗
社会保障費↘

（⽣活扶助・介護度・医療費）
政策提⾔
①〜④を通じ社会的メリッ
トと実現性を確保し、社会
制度化の検討へ

copyright

働きづらさを抱える多様な⽅々
に対し、縦割りの既存システム
を横断的に活⽤したALL 

JAPANの就労⽀援体制を構築

2018 日本財団調査

働きづらさを抱える
多様な⼈々


